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　5月 17 日（日）、鹿島地域で、初夏の風物
詩である｢ウミネコまつり」が開催されまし
た。市内外から 110 人が参加し、ウミネコ
の餌付けや鹿島断崖観光クルージングを体
験しました。船上から差し出す小魚にウミ
ネコが近寄ってくると、子どもたちからは
歓声が上がっていました。

　4月 26 日（日）、晴天の下、藤本地区伝統
の馬頭観音奉納相撲が第 9回藤本清流市場
と同時開催されました。藤本滝近くの会場
には多くの観客が集まり、子ども相撲や一
般の部の相撲を観覧しました。今年は２組
の赤ちゃんによる土俵入りも行なわれ、会
場は大いに盛り上がりました。
　また、市場でも地元の特産品が数多く取
り揃えられ、大盛況のうちに終了しました。

　5月 10日（日）、川内文化ホールで、第 30回国民文化祭・かごしま 2015 応援事業｢第 10回春の芸能
祭｣が開催されました。力強い太鼓の演奏や郷土芸能、日本舞踊、フラダンス、特別企画吹き寄せ「水景
の郷」などが披露され、時に静かで優しく、時に圧巻の舞台に、観客からは大きな拍手が送られていま
した。

　4月 17 日（金）、樋脇小学校へ今春赴任さ
れた、吉田校長をはじめとする 4人の先生
の歓迎会が開催されました。ＰＴＡ執行部
が昨年から計画を練ったという、樋脇の象
徴である｢丸山｣に見立てた巨大なポテトサ
ラダが振る舞われ、会場には驚きの声と歓
声が響き渡りました。

　4月 17 日（金）、上甑地区において、新し
く赴任された簡易裁判所、北薩地域振興局、
幹部派出所、学校関係者、市職員の皆さん
を迎えて見知会が開催されました。地域住
民など参加者 99人が一堂に会し、一日も早
く地区に馴染んでもらうようにと杯を交わ
し、交流を深めました。

【写真・記事提供】＝上甑地区コミュニティ
協議会
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平成 27 年 4 月 19 日撮影

　5月の連休中は、同ターミナル内でさま
ざまなイベントが実施され、高速船の乗降
客や市民などでにぎわいました。写真は、5
月 5 日（火）に実施された本市第 11 代国際
交流員、朱
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き
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さんによる｢ワンデー中国
語教室｣の様子です。なお、原則毎月第 4土
曜日に、同ターミナル内においてさまざま
なイベントが企画されますので、ご期待く
ださい。

　14 年間、行政相談委員として尽力され、
昨年度末で退任された橋
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4月 9 日（木）、市役所本庁において、総務
省鹿児島行政評価事務所長から総務大臣感
謝状が伝達されました。
　また、新たに行政相談委員に就任した福
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　南九州西回り自動車道の阿久根 ICから薩
摩川内水引ICまでの22.4㎞の事業化が決定。
これを祝い、４月 14日（火）、本庁に懸垂幕
が設置されました。
　今後、全線開通に向けて整備が始まるこ
とで、地域振興の一翼を担うものと期待さ
れます。
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